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今の政策から…

男女の育休取得率の差

新しい提案…

LGBTQ+と子育て



男女の育休取得率の差



１．現状
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厚生労働省「平成 29 年度雇用均等基本調査」の結果概要より



２．アンケート結果
男女で育休取得率に差があることについてどう思うか

（中高生）
良くない

改善すべき

昔からの固定概念がある

仕方ない

制度と実態に疑問

当然

改善されつつある

分からない



２．アンケート結果

育休制度を利用しましたか？⇒いいえ

育休を取らなかった、取れなかった理由は何ですか？

取らなかった40％、取れなかった60％
育休を取れなかった理由 退職した

制度がなかった

取りづらい環境・会社が許可しなかった

周りに取得者がいなかった

制度を知らなかった

育児と仕事の両立が難しかった

派遣・パートだった

収入を重視した

職場の理解が低い
制度を知らなかった



２．アンケート結果

職場の理解が低い
制度を知らなかった

広報
（政策を増やすよりも、広める）



３．改善点

・中高生が何をすればいいのか…

現段階から、男女ともに子育て・育休制度についての知識を蓄える

→セミナー等、専門家による講義の場を学校に設ける

→「知らない」を無くすことで、少子化対策にも繋がるのでは？

子育てとは



３．改善点

・家事・育児についてのイベントの開催（アンケート結果より）

実際男性が育休を取得しても、何をしたらいいかわからない…

→企業や東京都が主体となって育児のいろはを教える機会を創る

→育児に対する不安感が薄まり、制度取得増加に繋がる



４．提案

広報
（政策を増やすよりも、広める）

・産婦人科などこれから子育てをする方がよく見る
場所に育休取得についてのポスターを掲示する

・家事育児についてのイベント、
ホームページを広める

➡SNSで拡散する



LGBTQ＋と子育て



ジェンダーって何？



１．研究のきっかけ

さまざまな家族形態
があることを
知っていますか？？

男性同士
女性同士

１人で、２人で
３人で……



私たちの提案

大人への教育機会

子どものコミュニティ

政策の該当者の範囲を広げる

L
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２．アンケート結果（LGBTQ該当者問わず）
大人（40,50代中心） 子ども（中高生）



２．アンケート結果（LGBTQ+該当者問わず）

カミングアウトしたけど
理解の差…

学校の授業でLGBTQ+について学習したことはありますか？
（164件の回答）



２．アンケート結果（LGBTQ+該当者問わず）

カミングアウトしたけど
理解の差…

学校の授業でLGBTQ+について学習したことはありますか？
（164件の回答）

大人への教育機会



２．アンケート結果

大人にはコミュニティがあるけど子
どもにはない



２．アンケート結果

大人にはコミュニティがあるけど子
どもにはない

子どものコミュニティ



４．子育ての実態

⇒LGBTQ＋の方が子育てをするハードルがあがっているのではないか？

社会の雰囲気の
問題

制度の問題

子どもが
いじめられてしまうかも…

パートナーシップ制度



４．子育ての実態

⇒LGBTQ＋の方が子育てをするハードルがあがっているのではないか？

社会の雰囲気の
問題

制度の問題

子どもが
いじめられてしまうかも…

パートナーシップ制度

政策の該当者の範囲を広げる



東京都のみなさんお願いします！！


